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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　容量性タッチインタラクティブスクリーン上のアクティブにされる静電容量センサが位
置する場所を判定する非一時的（ｎｏｎ－ｔｒａｎｓｉｔｏｒｙ）マシン実装方法であっ
て、
　前記方法が、第１の工程と第２の工程と第３の工程とを含み、
　前記第１の工程が、
　Ｎ個の静電容量センサのグループ内の各静電容量センサを特有の電圧Ｖｎにプリチャー
ジすることと、
　全てのＮ個の静電容量センサを電気的に並列に接続することと、
　並列に接続される全てのＮ個の静電容量センサの電荷を参照キャパシタＣｒｅｆに搬送
することと、
　前記参照キャパシタＣｒｅｆに搬送された電荷を感知された電圧Ｖｓｅｎｓｅに変換す
ることであって、前記感知された電圧Ｖｓｅｎｓｅが単一の状態に等しい、前記変換する
ことと、
　前記単一状態をストアすること、
　を含み、
　前記第２の工程が、前記第１の工程をＫ回反復することであって、Ｋの値がセンサの数
Ｎより実質的に小さい、前記反復することを含み、
　前記第３の工程が、スパース・アクティベーション圧縮センシングを用いる式を分解す
ることにより、Ｎ個の静電容量センサのカラム内の各静電容量センサの静電容量Ｃｎを判
定することを含み、
　前記式が、

により得られ、
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であり、
　Ｃｍ，ｎが、行ｍと列ｎの交点における静電容量センサのノード静電容量であって、ｍ
＝（０，１，・・・，Ｍ－１）であり、
　前記容量性タッチインターアクティブスクリン上のアクティブにされた静電容量センサ
が、センサの前記静電容量Ｃｍ，ｎが前記容量性タッチインターアクティブスクリーン上
のアクティブにされていない静電容量センサの静電容量と異なる場所に、位置する、方法
。
【請求項２】
　請求項１に記載の前記容量性タッチインターアクティブスクリーン上に位置するアクテ
ィブにされた静電容量センサの場所を判定する非一時的マシン実装方法であって、
　前記コラムにおけるＮ個の静電容量センサの寄生容量が、

により得られ、
　静電容量センサにおける静電容量の変化が、

により得られ、
　ΔＣｎに対する非ゼロ値の数がＮ個の静電容量センサの数より実質的に少なく、
　キャリブレートされた電圧

が、

に等しく、
　ｅｎがキャリブレーション誤差であり、
　ΔＣｎが下記数式を解くことによって決まり、

であり、そのため、

であり、ΔＣｎがＫ＝０（ｓ×ｌｏｇ（Ｍ／ｓ））のスパース性を有する、方法。
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